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【御記入に際してのお願い】 

● この調査票は、宛名の御本人がお答えください。

● 御回答は、黒の鉛筆又はボールペンなどで、この調査票に直接御記入ください。

● 御回答期間に御本人が御不在の場合は、そのまま廃棄してください。（御本人以外

の方に代わってお答えいただく必要はありません。）

● 御回答は無記名です。結果は、統計数値としてまとめるため、個人のお名前や御

意見が特定されることは、決してありません。

● 御自身の率直なお考えや御意見を御記入ください。

● 御回答いただきました調査票は、2019 年７月２０日（土）までに、同封の返
信用封筒に入れて、ポストに投函してください。（返信用封筒に切手を貼付し

ていただく必要はありません。） 

＜問合せ先＞ 

愛知県政策企画局広報広聴課広報・広聴グループ 

〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目１番２号 

電話：052-954-6170（ダイヤルイン）〔担当 南出〕 

（調査委託機関） 

 株式会社アイランド・ブレイン 

 〒460-0003 名古屋市中区錦三丁目４番６号 

 電話：052-950-2320        〔担当 西山〕 

2019年度「県政世論調査」への御協力のお願い

県民の皆様には、日頃から愛知県政に対して御理解と御協力をいただき、誠にあり

がとうございます。

さて、愛知県では、県政運営の基礎資料とするため、県民の皆様に県政に対する御

意見や御意向をアンケートによりお答えいただく「県政世論調査」を実施しています。

今回の調査は、「県民の幸福感に関する意識について」を始め６項目について実施い

たします。

今回の調査の実施に当たり、対象者として、満 18 歳以上の県民 3,000 名の皆様を

無作為に選ばせていただきました。御多忙のところ恐縮ですが、是非とも調査への御

協力をよろしくお願いいたします。

なお、調査に当たりましては、株式会社アイランド・ブレインに委託して実施いた

します。

2019 年７月 
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愛知県広報の御案内 

・ネットあいち https://www.pref.aichi.jp/
・ネットあいち（携帯電話）     http://www.pref.aichi.jp/mobile/ 
・定例知事記者会見  http://www.pref.aichi.jp/koho/kaiken/ 
・あいちインターネット情報局 http://www.doga.pref.aichi.jp/

・東海テレビ「SKE48 のあいちテル！」
・名古屋テレビ「まるまる◎あいち」   
・「まるまる◎あいち」（再放送）

木曜 午後 9時 54 分～10 時
木曜 午後 6時56 分～ 7 時 
土曜 午前 5時15分～ 5 時 17 分

※放送後、直近の放送回（４回分）を愛知県のWeb ページから御覧になれます。 

・CBCラジオ「あいち県政リポート」
・東海ラジオ「こんにちは愛知県です」
・＠FM「AICHI SATURDAY TOPICS」
 (アイチ サタデ－ トピックス)
・ZIP-FM「AICHI SUNDAY TIPS」
(アイチ サンデー チップス)

第2・4土曜 午前11時32分～11時36分 
第1・3木曜 午前10時35分～10時38分 
第1・3土曜 午前  7時30分～ 7時33分 

第1・3日曜 午前  7時23分～ 7時26分

※テレビ・ラジオ番組の放送日時は、番組編成により変更になることがあります。

・「広報あいち」･･･ 県民の皆様へ県政情報を提供しています。（毎月第 1日曜
日の中日新聞・朝日新聞・読売新聞・毎日新聞、愛知県広報広聴課Web ペー
ジに掲載。） 
・「愛知の引力。-4th Edition-」･･･ 愛知県の魅力を写真で紹介しています。
英語版・中国語版 (簡体字) もあります。（愛知県広報広聴課 Web ページ 
(PDF 版)、愛知県広報広聴課（県庁本庁舎 3 階）、県民相談・情報センター、
各県民相談室などで無料配布。送料負担で郵送も可。）

・「県政ガイドあいち」･･･ 県の施策や暮らしの情報・施設・相談窓口などを紹
介しています。（愛知県広報広聴課（県庁本庁舎 3階）、県民相談・情報センター、
各県民相談室、旅券センター、運転免許試験場などで無料配布。送料負担で郵
送も可。）

・「県政お届け講座」･･･ 県の施策について、県職員が無料でお伺いして説明しま
す。詳細は、【愛知県広報広聴課 052-954-6169】へお問い合わせください。
または、Web ページ 
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/koho/0000036522.html   
を御覧ください。 

愛知県広聴の御案内 
・「県政世論調査」･･･ 今、お答えいただいているこの調査です。県民の皆様の
関心や意向を把握し、今後の県政推進の基礎資料とするための調査で、年2
回実施します。 
・「県民意見提出制度」（パブリック・コメント制度）･･･ 県の計画・指針など
の策定や改定に当たり、幅広く県民の皆様からの意見を求めます。

・「県政への御提言」･･･ インターネットを利用して県政に対する意見・提案を
お聴きし、県政運営の参考とします。

テレビ

インターネット

新聞等 

アンケート等 

ラジオ 

県職員が直接
出向いて 
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県民の幸福感に関する意識について

問１  現在、あなたはどの程度幸せですか。「とても幸せ」を10 点、「とても不幸」を0 点とすると、
何点くらいになると思いますか。【○は１つ】 

問２  問１で幸福感を判断する際に、あなたが重視した事項は何ですか。【○は複数可】 

１ 家計の状況（所得・消費） 
２ 就業状況（仕事の有無・安定） 
３ 健康状況 
４ 自由な時間 
５ 充実した余暇 
６ 仕事の充実度
７ 精神的なゆとり 
８ 趣味、社会貢献などの生きがい 
９ 家族関係 
10 友人関係 
11 職場の人間関係 
12 地域コミュニティとの関係 

１ 10 点(とても幸せ) 
２ 9 点 
３ 8 点 
４ 7 点 
５ 6 点 
６ 5 点 
７ 4 点 
８ 3 点 
９ 2 点 
10 1 点 
11 0 点（とても不幸）
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愛知の将来方向について 

愛知県では、2040 年ごろの中長期を展望した地域づくりのビジョンを検討しています。その参考
とするため、以下の質問にお答えください。 

問３ あなたは、今後、愛知県がどのような地域になってほしいと思いますか。【○は３つまで】 

問４ あなたが現在お住まいの市町村について、今後、どのような地域になってほしいですか。 
【○は３つまで】

１ 自動車などのモノづくり産業の世界的な中心となる地域
２ 学術・文化芸術活動が活発で創造性の高い地域 
３ 農山漁村での暮らしや自然とのふれあいが可能な地域 
４ 大規模地震や風水害への対策が進んだ安全な地域 
５ 太陽光発電や次世代自動車の導入など環境面で世界のモデルとなる地域
６ 世界との交流が活発になり、外国から来た人が暮らしやすい地域
７ 買い物やにぎわいなど都市的な魅力にあふれた地域
８ 空港や高速道路など全国・世界と結ぶ交通条件の優れた地域
９ 産業や歴史などを生かして国内外から観光客を呼び込むことができる地域 
10 必要な時に医療や介護を受けることができる地域
11 保育所、育児休暇など子育てへの支援が整った地域 
12 その他（                 ） 
13 わからない 

１ 工場やオフィスが多くあり、産業・ビジネスの活気がある地域 
２ 学校教育が充実しており、若者が自分の力を伸ばせる地域 
３ 活気ある農林水産業が持続的に営まれている地域
４ 地域での防災意識が高く、災害時の助け合いができる地域
５ 山や海、公園などが身近にあり、豊かな自然環境に触れ合える地域 
６ 外国人などの様々な文化を持った人が一緒に暮らしている地域 
７ 地域の中心街や商店街に活気がある地域 
８ バスなど地域の公共交通で便利に移動できる地域
９ 地域のお祭りなどの伝統行事が残っている地域
10 必要な時に医療や介護を受けることができる地域
11 出産や子育ての環境が整い、子育て世代が暮らしやすい地域 
12 防犯や交通安全の取組が行われていて、安心・安全な地域
13 その他（           ） 
14 わからない 
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問５ 2040 年ごろには、リニア中央新幹線が全線開業予定です（2027年度には東京－名古屋間
（所要時間約40分）、2040 年ごろまでには名古屋－大阪間（同約20分）がそれぞれ開業予定）。 
あなたは、リニア中央新幹線による愛知県への効果として、何を期待しますか。【○は２つまで】

問６  あなたは、これからの社会において、どのような職場が望ましいと思いますか。 
【○は２つまで】

１ 人の交流が活発になり、新しいビジネス・産業が生まれる
２ 首都圏や関西圏への移動が便利になり、立地する企業が増加する
３ 首都圏や関西圏からの移動が便利になり、観光客が増加する 
４ ビジネスや観光の活性化により、高級ホテルや高層ビルなどが増加する 
５ 全国的・国際的なイベントが増加する 
６ 東海道新幹線のダイヤが変わり、ひかり・こだま停車駅（三河安城、豊橋、浜松など）に

より多くの新幹線が停車するようになる
７ 新たに中間駅ができる地域（中津川、飯田など）に移動しやすくなる 
８ 愛知県からの旅行やビジネスの範囲が広がる
９ 首都圏に通勤可能となり、東京への単身赴任が無くなるなど、新しいライフスタイルが 

実現する 
10 リニア中央新幹線と東海道新幹線の２本の新幹線があり、災害やトラブル時の運休リスク 
  が小さくなる 
11 その他（                        ） 
12 わからない

１ 能力のある人が高い収入を得ることができる職場
２ 安定した雇用が保たれる職場 
３ 自分や家族のための時間を持つことができる職場 
４ 社会のためになることを重視する職場 
５ 会社の中で、知識やスキル（技術・技能）を身につけられる職場
６ 自分で勉強して知識やスキル（技術・技能）を身につけ、有望な職業に転職していける職場 
７ その他（                    ） 
８ わからない 
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１ 女性が、出産・育児後も働きやすく、今以上に活躍している社会
２ 元気な高齢者が、定年後も働きやすく、今以上に活躍している社会
３ 様々な事情で働くことができない人が、労働参加できるようになる社会 
４ 日本全国各地から人が集まり、共に働き生活するような社会 
５ 海外から人が集まり、共に働き生活するような社会 
６ ロボットや AIなどの新技術を活用して、1人あたりの生産性が大きく向上している社会 
７ その他（            ） 
８ わからない

１ 近所のスーパーなどが減少し、生活が不便になる
２ 医療・介護施設が不足し、必要な治療・支援を受けにくくなる 
３ 自治体の財政が悪化し、道路、水道などのインフラが維持できなくなる 
４ バスなどの公共交通が維持できなくなり、通学や外出がしにくくなる 
５ 空き家が増え、犯罪や火災が起こりやすくなる 
６ 自治会や消防団などが運営できず、防犯・防災といった地域の助け合いが困難になる 
７ 地域のお祭りなど伝統行事が、担い手不足により開催できなくなり、地域への愛着が薄れて
いく 

８ その他（            ） 
９ わからない 

問７  愛知県の人口は、2040年には約707万人、65歳以上の高齢化率は31.6%になると予想され
ています（2019年 4月時点では、人口約 754 万人、高齢化率 25.0％）。このような少子高齢化・
人口減少社会への対策を取らなければ、以下のようなことが、地域で起こると言われています。
あなたが特に心配なことは何ですか。【○は２つまで】

問８ 問７のような少子高齢化・人口減少社会では、働き手が大きく不足することが心配されていま
す。これを解決するために、あなたはどのような社会を目指していくべきと思いますか。 
【○は２つまで】
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問９  愛知県は、健康寿命が全国的に高く（2016 年時点では、女性全国 1位（76.32 歳）、男性全
国 3 位（73.06 歳））、元気な高齢者の割合が高い地域です。65 歳以上の元気な高齢者の過ご
し方として、どのような過ごし方が好ましいと思いますか。【○は３つまで】

１ 現役世代と同じようにフルタイムで働く 
２ 時間や曜日を限定して働く 
３ 清掃や防犯・防災など、地域を支える活動をする 
４ 地域のお祭りなど、地域を盛り上げる活動をする 
５ 学習会の講師や過去体験の講話、または、大学での学び直しなど、教育関連の活動をする 
６ 孫の子育てや両親の介護など、身近な人のために過ごす 
７ 旅行などの趣味や健康のためのスポーツなどをして、ゆったりと過ごす
８ その他（            ） 
９ わからない
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動物愛護管理について

問10 あなたは、犬や猫など、ペットは好きですか。【○は１つ】

問11 あなたは、犬や猫など、ペットを飼っていますか。【○は複数可】 

問 12 《問 11で、「１」～「３」と答えた方にお聞きします。》 
あなたは、ペットをどのようにして入手しましたか。【○は複数可】 

問 13 《問 11で、「１」～「３」と答えた方にお聞きします。》 
あなたは、日ごろからどのようなペットの災害時の対策をしていますか。【○は複数可】

１ 好き 
２ どちらかといえば好き 
３ どちらかといえば嫌い 
４ 嫌い 
５ わからない 

１ 犬を飼っている 
２ 猫を飼っている 
３ 犬、猫以外の動物を飼っている（動物種：                    ） 
４ 飼っていない 

 １ ペットの脱走防止 
２ 名札等による所有者明示 
３ ペットの避難場所の想定 
４ ペットといっしょに避難するためのペット用品の確保 
５ その他（              ） 
６ 何もしていない 

１ ペットショップやブリーダーから購入した 
２ 知人から譲り受けた 
３ 動物保護管理センターなどの行政機関から譲り受けた
４ 拾った
５ その他（                ） 
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問14 《問11で、「１」と答えた方にお聞きします。》 
あなたは、飼い犬に対してどのような方法で所有者明示をしていますか。【○は複数可】

問15  《問 11で、「２」と答えた方にお聞きします。》 
あなたは、飼い猫に対してどのような方法で所有者明示をしていますか。【○は複数可】

問16  《問 11で、「１」又は「２」と答えた方にお聞きします。》 
あなたの飼っている犬又は猫に、不妊又は去勢の手術をしていますか。【○は１つ】 

１ 鑑札 
２ 狂犬病予防注射済票 
３ 名札 
４ 首輪
５ マイクロチップ 
６ その他（              ） 
７ 明示していない 

１ 名札 
２ 首輪
３ マイクロチップ 
４ その他（              ） 
５ 明示していない 

１ すべての犬又は猫に手術をしている 
２ 一部の犬又は猫に手術をしていない（理由：              ） 
３ 手術をしていない（理由：               ） 
４ その他（               ） 
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防災（地震）に関する意識について

問17 あなたは、南海トラフ地震の発生に関心がありますか。【○は１つ】

問18 お住まいの耐震化を行っていますか。【○は１つ】 

問 19 地震や津波による損害が補償される地震保険や共済保険（県民共済、JA共済、全労済など）
に加入していますか。【○は１つ】

問20  家具・家電の固定をどの程度していますか。【○は１つ】 

１ 非常に関心がある 
２ 少し関心がある 
３ あまり関心がない 
４ 全く関心がない 

１ 1981（昭和 56）年 6月 1日以降に着工された住宅（新耐震基準）であり、耐震化は済ん
でいる 

２ 1981（昭和 56）年 5月 31日以前に着工された住宅（旧耐震基準）のため、耐震改修を行
っている 

３ 1981（昭和 56）年 5月 31日以前に着工された住宅（旧耐震基準）だが、耐震改修を行っ
ていない（理由：                  ） 

４ わからない 

１ 加入している 
２ 加入していない 
３ わからない 

１ 大部分固定している 
２ 一部しか固定していない 
３ 固定していない 
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問21 《問 20で、「２」又は「３」と答えた方にお聞きします。》 
家具・家電を固定していない理由は何ですか。【○は３つまで】

問22 感震ブレーカー※を設置していますか。【○は１つ】 

※ 地震の揺れを感知したときに、ブレーカーやコンセントなどの電気を自動的に止める器具。

不在時や、ブレーカーを切って避難する余裕がない場合に電気火災を防止する有効な手段。 

問23 食料を何日分備蓄していますか。【○は１つ】

１ 部屋や家具を傷つけるから 
２ 手間がかかる（面倒だ）から 
３ 費用がかかるから 
４ 固定の方法がわからないから 
５ 自分ではできないから 
６ 借家・賃貸マンションのためできないから 
７ 家具類を置いていない安全な部屋があるから 
８ 建物が免震構造であるから 
９ 家具が作り付けであるから 
10 固定をしても被害は出ると思うから 
11 地震が起きるとは思わないから 
12  その他（           ） 

１ 設置している 
２ 感震ブレーカーの存在は知っているが、設置していない 
３ 感震ブレーカーの存在を知らないので、設置していない 
４ わからない 

１ 1 日分 
２ 2 日分 
３ 3 日分 
４ ４～６日分
５ 1 週間以上 
６ 用意していない 
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問24  飲料水を何日分備蓄していますか。（1人あたり1日 3リットルとしてお答えください。） 
【○は１つ】 

問 25 食料・飲料水の備蓄以外で日頃から行っている地震対策は何ですか。【○は複数可】 

問 26 あなたのお住まいの地域の市町村指定の避難場所を知っていますか。【○は１つ】

問27  地域の自主防災活動に参加したことがありますか。【○は１つ】

１ 1 日分 
２ 2 日分 
３ 3 日分 
４ ４～６日分
５ 1 週間以上 
６ 用意していない 

１ 非常持ち出し袋（携帯ラジオ・懐中電灯・医薬品など）を準備している 
２ 簡易トイレを用意している
３ 非常用衣類・毛布などを準備している 
４ 消火器やバケツを準備している 
５ 貴重品などをすぐ持ち出せるように準備している 
６ 風呂に水をためおきしている
７ 公衆電話を利用するための小銭を用意している
８ 家族との連絡方法などを決めている 
９ 家族が離ればなれになったときの落ち合う場所を決めている
10 園児・児童・生徒の学校からの引き取り方法を決めている 
11  その他（               ） 
12 特に決めていることはない 

１ 知っている 
２ 知らない 

１ いつも参加している 
２ 時々参加したことがある 
３ 自主防災活動が行われていることは知っているが、参加したことはない
４ 自主防災組織があるかわからない（ない）ので、参加したことはない
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河川情報について

問28 あなたは、お住まいの市町村が発行している洪水ハザードマップ※をお持ちですか。 
【○は１つ】 
※ 洪水浸水想定区域（洪水氾濫のときに想定される最大の浸水の範囲のこと）と想定される
水深を表示した図面に、洪水予報などの伝達方法、避難場所、その他洪水のときに円滑かつ
迅速な避難の確保を図るために必要なことなどを記載した図面。 

問29  あなたは、次に掲げる災害のうち、御自宅や御自宅周辺で発生する可能性が高いと思って
いるものはどれですか。【○は複数可】 

問30 あなたは、豪雨などの時に雨や河川の情報をどこで入手しますか。【○は複数可】 

１ 自宅にあり、見ることができる
２ 自宅にあるが、どこにあるかわからない 
３ 洪水ハザードマップを知っているが、自宅にあるかどうかわからない
４ 洪水ハザードマップを知っているが、持っていない 
５ 洪水ハザードマップを知らない

１ 豪雨による被害 
２ 高潮による被害 
３ 土砂災害 
４ 津波による被害 
５ その他（               ） 
６ 特にない   
７ わからない 

１ テレビ・ケーブルテレビ（データ放送含む） 
２ ラジオ 
３ 新聞・雑誌 
４ インターネット 
５ ソーシャルネットワークサービス（ライン、フェイスブック、ツイッター、ミクシィなど）
６ 防災アプリ（例：ヤフー、市町村防災アプリなど）
７ 行政からの防災メール
８ 家族や近隣の方から
９ 情報を入手しない 
10 その他（               ） 
11 わからない 
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１ 避難場所がどこにあるかについての情報発信 
２ 水災害の危険性のある場所の紹介 
３ どんな防災備蓄品を備えればよいかについての紹介 
４ 過去の水災害の事例の紹介
５ 緊急時の適切な避難方法の紹介 
６ 緊急時の防災情報の入手方法の紹介 
７ 水災害のおそろしさの紹介 
８ 避難行動の支援者の紹介
９ その他（             ） 
10 特にない 
11 わからない 

問31  国土交通省や愛知県では、川の水位や雨量など、川に関するリアルタイム情報をインターネ
ットのホームページなどで提供しています。次のうち、利用したことがあるものはどれですか。
【○は複数可】

問32 あなたは、水災害時にどのような状況になったら避難しますか。【○は１つ】 

問 33  あなたは、水災害時に自分や家族の命を守るために、普段からの行政のどのような取組に最
も期待しますか。【○は１つ】 

１ 国土交通省ホームページ「川の防災情報」
２ 愛知県ホームページ「愛知県 川の防災情報」  
３ 各市町村のホームページにおける川の防災情報  
４ その他、ダム管理事務所などのホームページにおける防災情報
５ 地上デジタル放送のデータ放送による川の水位情報  
６ いずれも利用したことがない

１ 避難指示・避難勧告等が発令・発表されたとき 
２ 自分・家族の判断 
３ 近隣の方が避難したとき
４ 近隣の方や知り合いからの声掛け 
５ 自治会長、町内会長からの声掛け
６ 消防団の意見・忠告
７ 避難しない（自宅がマンションなど高層階であるため）
８ 避難しない（過去に被害が無いため） 
９ その他（                  ） 
10 わからない 
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問34 愛知県では、水災害に対するソフト対策として「みずから守るプログラム」※を実施しておりま
す。あなたは、このプログラムについて知っていましたか。【○は１つ】 
※ 県民の方が水害に直面した際に、適切な行動を取ることができるように、防災情報に関する
正しい知識等の取得や、県民の方が自ら作成する「手づくりハザードマップ」、作成したマップ
を使い実際に訓練を行う「大雨行動訓練」からなる地域協働型の取組。

１ 知っており、参加したことがある 
２ 知っているが、参加したことはない 
３ その他（                   ） 
４ 知らない 
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１ 廃棄物問題（不法投棄、海洋プラスチックごみ、食品ロスなど）
２ 地球温暖化 
３ 自然環境や生物多様性の損失 
４ 海や川の汚れ 
５ 自動車の騒音・振動・排気ガス 
６ 工場・事業場などからの大気の汚染や臭い 
７ ダイオキシン類等の有害な化学物質による環境汚染 
８ 地下水や土壌の汚染 
９ その他（                         ） 
10 環境問題に関心がない 

これからの環境政策の方向性について 

問35 あなたは、現在どのような環境問題に関心がありますか。【○は複数可】

問36 《問 35で、「１」～「９」と答えた方にお聞きします。》  
問 35 で選択した環境問題に関心を持つようになったきっかけは何ですか。【○は複数可】

１ 学校での環境教育（授業・クラブ活動など） 
２ 地域の緑化・美化活動への参加 
３ 自然観察会、自然保護活動、体験型学習会（工作教室・実験など）への参加 
４ 愛知万博、COP10、ESDなど国際的なイベント 
５ 事業者、NPO、行政などが実施する環境学習や環境に関するイベント・セミナー
６ 環境について学べる施設の見学
７ 新聞、雑誌、テレビ、ラジオからの情報 
８ 広報誌、パンフレットからの情報 
９ 書籍、白書、環境報告書からの情報 
10 インターネットからの情報 
11 その他（                    ） 
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問37  環境問題の解決には、県民一人一人の行動が大切です。あなたが日常生活で行っている環境
にやさしい行動はどれですか。【○は複数可】 

問 38 あなたは、今までに「ＳＤＧｓ（エスディージーズ）」※という言葉を聞いたことがあります
か。【○は１つ】
※ 持続可能な開発目標のことで、2015 年 9月の国連サミットで採択された2030年までの国
際目標。持続可能な社会を実現するための17 のゴール（目標）と169のターゲット（個別 
目標）で構成。 

問39 ＳＤＧｓのゴール（目標）には環境に関するものが多く含まれています。環境を良好な状態 
にして、将来の世代に引き継ぐためには、愛知県はどのような課題に最も重点的に取り組むべき 
だと思いますか。【○は１つ】 

１ 冷暖房を控えるなど節電に心がける
２ 省エネ家電・エコカーやリサイクル製品を選ぶ
３ 電車やバス、自転車をできる限り利用する
４ ごみを分別する 
５ 食べ残しや作りすぎをしないなど、生ごみを減らす 
６ 調理くずや油を排水と一緒に流さない
７ 買い物袋（マイバッグ）を持参したり、過剰包装を断る 
８ 地域の清掃活動や緑化活動などに参加する 
９ 環境に配慮したエコラベル商品やサービスを選ぶ 
10 その他（               ） 
11 特にない 

１ 聞いたことがあり、内容もよく知っている 
２ 聞いたことがあり、内容もある程度知っている
３ 聞いたことはあるが、内容までは知らない 
４ 聞いたことがない 

１ 廃棄物の減量化やリサイクルの推進
２ 地球温暖化対策・低炭素社会づくり 
３ 自然環境や生物多様性の保全 
４ 海や川の水質環境保全 
５ 自動車の騒音・振動対策や排気ガスの対策
６ 工場・事業場などからの大気の汚染や臭いの対策 
７ ダイオキシン類等の有害化学物質による環境汚染の対策 
８ 地下水や土壌の汚染防止 
９ その他（                    ） 
10 特にない 
11 わからない 
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問40 環境問題の解決には、全ての人が環境意識をもって取り組んでいくことが必要です。そうし
た取組を広く浸透させていくために、今後、愛知県は何をするべきだと思いますか。 
【○は複数可】 

１ 環境に関する情報の提供・意識啓発（展示会・講演会・セミナーなどの開催）
２ 環境学習施設の充実や環境学習できる機会の提供 
３ 環境保全活動の場づくり・参加できる機会の提供 
４ 環境保全に取り組む県民・事業者・NPO等への支援 
５ 環境保全に関する技術開発の支援 
６ 条例や規則による規制の強化
７ その他（                     ） 
８ 特にない 
９ わからない 
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Ｆ３〈地域〉 あなたのお住まいの地域はどこですか。 

① 名古屋地域 名古屋市 

② 尾張地域 

一宮市・瀬戸市・半田市・春日井市・津島市・犬山市・常滑市・
江南市・小牧市・稲沢市・東海市・大府市・知多市・尾張旭市・ 
岩倉市・豊明市・日進市・愛西市・清須市・北名古屋市・弥富市・
あま市・長久手市・愛知郡・西春日井郡・丹羽郡・海部郡・知多郡

③ 西三河地域
岡崎市・碧南市・刈谷市・豊田市・安城市・西尾市・知立市・
高浜市・みよし市・額田郡 

④ 東三河地域 豊橋市・豊川市・蒲郡市・新城市・田原市・北設楽郡

Ｆ１〈性別〉      
あなたの性別をお聞かせください。 ①男性  ② 女性

Ｆ２〈年齢〉 ① 18・19 歳 
② 20～29 歳 
③ 30～39 歳 
④ 40～49 歳 

⑤ 50～59 歳 
⑥ 60～64 歳 
⑦ 65 歳以上 

あなたの年齢（満年齢）はおいくつですか。
（2019年７月１日現在） 

Ｆ４〈職業〉あなたの御職業は、次のどれに当たりますか。パートタイマーや内職をしている
方も勤め人としてお答えください。 
   【複数の御職業をお持ちの方は、主なもの１つに○を付けてください。】 

【自営業】 【勤め人】 【無職】 

① 農林漁業

② 商工サービス業 

③ 自由業 

④ 管理職

⑤ 専門技術職 
⑥ 事務職 
⑦ 労務職 

⑧ 家事専業 

⑨ 学生 

⑩ その他 

太枠内に御記入ください。

御意見をお聞きするのはこれで終わりですが、回答を統計的に分析するために、あなた御
自身のことについてお聞きします。 
該当する番号に○を付けてください。【○はそれぞれ１つ】
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政策企画局広報広聴課 

本調査に御協力いただき、誠にありがとうございました。

全ての質問にお答えいただいていなくても結構です。 

同封の封筒に入れて、ポストに投函してください。 

【切手は不要です。】 

本調査の結果は、９月頃に県Webページに掲載予定です。

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/koho/0000000110.html 


